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(57)【要約】
【課題】必要に応じて車両の発進を制限できるようにす
る。
【解決手段】例えば、携帯電子キー１１は、ＥＣＵ１２
からの「リクエスト」が受信された時点（ステップＳ２
１ＹＥＳ）の動作モードが、発進禁止モードである場合
（ステップＳ２２ＹＥＳ）、「発進禁止情報」を含む「
アンサ」を生成し、その「アンサ」をＵＨＦでＥＣＵに
送信する（ステップＳ２３，Ｓ２４）。この場合、ＥＣ
Ｕ側では、車両の発進は禁止される。これに対して、発
進許可モードである場合（ステップＳ２２ＮＯ）、「発
進禁止情報」を含まない「アンサ」が生成されてＥＣＵ
１２に送信される（ステップＳ２４，Ｓ２５）。この場
合、ＥＣＵ側では、車両の発進は許可される。即ち、ア
クセルが踏まれる等することにより車両は発進する。本
発明は、パッシブエントリシステムに適用可能である。
【選択図】図１３



(2) JP 2009-18656 A 2009.1.29

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定無線通信装置と、携帯可能な携帯無線通
信装置とを含む制御システムにおいて、
　前記携帯無線通信装置は、
　　前記車両の発進を許可する発進許可モードと、前記車両の発進を禁止する発進禁止モ
ードとを設定できるモード設定手段と、
　　前記モード設定手段により設定された動作モードを特定可能なアンサを生成するアン
サ生成手段と、
　　前記アンサを送信するアンサ送信手段と
　を備え、
　前記固定無線通信装置は、
　　前記アンサを受信する受信手段と、
　　そのアンサを解読し、解読した結果が前記発進許可モードである場合には前記車両の
発進を許可する発進許可手段と
　を備える
　制御システム。
【請求項２】
　車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定無線通信装置と、携帯可能な携帯無線通
信装置とを含む制御システムの制御方法において、
　前記携帯無線通信装置は、
　　前記車両の発進を許可する発進許可モードと、前記車両の発進を禁止する発進禁止モ
ードとのうちの一方を設定し、
　　設定された動作モードを特定可能なアンサを生成して、送信し、
　前記固定無線通信装置は、
　　前記アンサを受信し、
　　そのアンサを解読し、解読した結果が前記発進許可モードである場合には前記車両の
発進を許可する
　制御を行う制御方法。
【請求項３】
　車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定無線通信装置と、携帯可能な携帯無線通
信装置とを含む制御システムにおける前記固定無線通信装置において、
　前記携帯無線通信装置により、前記車両の発進を許可する発進許可モードと、前記車両
の発進を禁止する発進禁止モードとのうちの一方が設定され、設定された動作モードを特
定可能なアンサが生成されて送信されてきた場合、そのアンサを受信する受信手段と、
　前記受信手段に受信されたアンサを解読し、解読した結果が前記発進許可モードである
場合には前記車両の発進を許可する発進許可手段と
　を備える固定無線通信装置。
【請求項４】
　車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定無線通信装置と、携帯可能な携帯無線通
信装置とを含む制御システムにおける前記固定無線通信装置の固定無線通信方法において
、
　前記携帯無線通信装置により、前記車両の発進を許可する発進許可モードと、前記車両
の発進を禁止する発進禁止モードとのうちの一方が設定され、設定された動作モードを特
定可能なアンサが生成されて送信されてきた場合、そのアンサを受信し、
　受信されたアンサを解読し、解読した結果が前記発進許可モードである場合には前記車
両の発進を許可する
　ステップを含む固定無線通信方法。
【請求項５】
　車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定無線通信装置と、携帯可能な携帯無線通
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信装置とを含む制御システムにおける前記携帯無線通信装置において、
　前記車両の発進を許可する発進許可モードと、前記車両の発進を禁止する発進禁止モー
ドとを設定できるモード設定手段と、
　前記モード設定手段により設定された動作モードを特定可能なアンサを生成するアンサ
生成手段と、
　　前記アンサを送信するアンサ送信手段と
　を備える携帯無線通信装置。
【請求項６】
　車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定無線通信装置と、携帯可能な携帯無線通
信装置とを含む制御システムにおける前記携帯無線通信装置の携帯無線通信方法において
、
　　前記車両の発進を許可する発進許可モードと、前記車両の発進を禁止する発進禁止モ
ードとのうちの一方を設定し、
　　設定された動作モードを特定可能なアンサを生成して、送信する
　ステップを含む携帯無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御システムおよび方法、固定無線通信装置および方法、携帯無線通信装置
および方法に関し、車両の発進を防止する機能を設定できるようになった、制御システム
および方法、固定無線通信装置および方法、携帯無線通信装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の車両の盗難防止システムは、車両に搭載されたＥＣＵ（Electronic Control Uni
t：電子制御装置）と、その車両を運転するユーザが携帯する携帯電子キーとから構成さ
れている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　この場合、例えば、ユーザは、車両のエンジンを始動させるために、所定のスイッチを
押下する。すると、ＥＣＵは、携帯電子キーと認証通信を行い、その認証に成功すると、
車両のエンジンの始動のために必要な処理を実行する。
【特許文献１】特開２００１－２８９１４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、車両のドアの開閉が可能であり、かつ、エンジンの始動が可能であるこ
とから、例えば子供等に携帯電子キーを渡して車両の荷物を取ってきてもらう等の場面を
考えた場合には、子供が誤操作をして車両が動き出してしまうおそれがある、という問題
が生じる。また、子供が携帯電子キーを落とすことも考えられ、その携帯電子キーを拾っ
た第三者により車両が盗難されるおそれがある、という問題が生じる。
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、車両の発進を防止する機能を
設定できる車両盗難防止システムあるいは方法を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面の制御システムは、車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定無線
通信装置と、携帯可能な携帯無線通信装置とを含む制御システムであって、前記携帯無線
通信装置は、前記車両の発進を許可する発進許可モードと、前記車両の発進を禁止する発
進禁止モードとを設定できるモード設定手段と、前記モード設定手段により設定された動
作モードを特定可能なアンサを生成するアンサ生成手段と、前記アンサを送信するアンサ
送信手段とを備え、前記固定無線通信装置は、前記アンサを受信する受信手段と、そのア
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ンサを解読し、解読した結果が前記発進許可モードである場合には前記車両の発進を許可
する発進許可手段とを備える。
【０００７】
　固定無線通信装置は、例えば車両に搭載されたＥＣＵにより構成される。携帯無線通信
装置は、例えば携帯電子キーにより構成される。
【０００８】
　これにより、ユーザの操作に応じて、車両の発進を防止する機能を設定できる。
【０００９】
　本発明の一側面の制御方法は、上述した本発明の一側面の制御システムに対応する方法
である。
【００１０】
　本発明の一側面の固定無線通信装置は、車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定
無線通信装置と、携帯可能な携帯無線通信装置とを含む制御システムにおける前記固定無
線通信装置であって、前記携帯無線通信装置により、前記車両の発進を許可する発進許可
モードと、前記車両の発進を禁止する発進禁止モードとのうちの一方が設定され、設定さ
れた動作モードを特定可能なアンサが生成されて送信されてきた場合、そのアンサを受信
する受信手段と、前記受信手段に受信されたアンサを解読し、解読した結果が前記発進許
可モードである場合には前記車両の発進を許可する発進許可手段とを備える。
【００１１】
　固定無線通信装置は、例えば車両に搭載されたＥＣＵにより構成される。携帯無線通信
装置は、例えば携帯電子キーにより構成される。
【００１２】
　受信手段は、例えばＵＨＦ用受信部で構成される。発進許可手段は、例えば、マイクロ
コンピュータ等で構成される。
【００１３】
　これにより、ユーザの操作に応じて、車両の発進を防止する機能を設定できる。
【００１４】
　本発明の一側面の固定無線通信方法は、上述した本発明の一側面の固定無線通信装置に
対応する方法である。
【００１５】
　本発明の一側面の携帯無線通信装置は、車両に搭載され前記車両の動作を制御する固定
無線通信装置と、携帯可能な携帯無線通信装置とを含む制御システムにおける前記携帯無
線通信装置であって、前記車両の発進を許可する発進許可モードと、前記車両の発進を禁
止する発進禁止モードとを設定できるモード設定手段と、前記モード設定手段により設定
された動作モードを特定可能なアンサを生成するアンサ生成手段と、前記アンサを送信す
るアンサ送信手段とを備える。
【００１６】
　固定無線通信装置は、例えば車両に搭載されたＥＣＵにより構成される。携帯無線通信
装置は、例えば携帯電子キーにより構成される。
【００１７】
　モード設定手段とアンサ生成手段は、例えばマイクロスイッチ、その状態（オン状態／
オフ状態）を検出できる機構、マイクロコンピュータ等を含むように構成される。送信手
段は、例えばＵＨＦ用送信部等で構成される。
【００１８】
　これにより、ユーザの操作に応じて、車両の発進を防止する機能を設定できる。
【００１９】
　本発明の一側面の携帯無線通信方法は、上述した本発明の一側面の携帯無線通信装置に
対応する方法である。
【発明の効果】
【００２０】
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　以上のごとく、本発明によれば、ユーザの操作に応じて、車両の発進を防止する機能を
設定できる。
【００２１】
　これにより、例えば、車両の運転を禁止する必要がある者による車両の発進を防止する
ことができる。詳細には例えば、車両の運転を禁止する必要がある者の一例である子供に
携帯電子キーを渡して荷物を取ってきてもらったり、先に車両に入っていてほしいときに
、子供が誤操作しても車両が動くことはない。また例えば、子供が車両に入るまでの途中
で携帯電子キーを落とし、第三者がその携帯電子キーを拾った場合、かかる第三者もまた
車両の運転を禁止する必要がある者の一例である。このような第三者がその車両を盗もう
としても、車両は動くことはないので、セキュリティ性が向上するという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　図１は、本発明が適用される制御システムの一実施の形態としてのパッシブエントリシ
ステムの構成例を示している。
【００２３】
　図１の例では、パッシブエントリシステムは、携帯電子キー１１乃至モータ１５を含む
ように構成されている。
【００２４】
　携帯電子キー１１は、主に車両を運転するユーザにより携帯され、車両のドアの開閉や
、車両のエンジンの始動等を行うために使用される。
【００２５】
　即ち、車両に搭載されたＥＣＵ（Electronic Control Unit：電子制御装置）１２は、
携帯電子キー１１と無線通信を行うことでその認証を行い、認証に成功した場合には、車
両のドアの開閉や、エンジンの始動等の動作を制御する。
【００２６】
　しかしながら、上述したように、エンジンが始動可能であるということは、例えば子供
等に携帯電子キー１１を渡して車両の荷物を取ってきてもらう等の場面を考えた場合には
、従来のように何の制限も施されていないとすると、子供が誤操作をして車両が動き出し
てしまうおそれがある、という問題が発生してしまう。また、子供が携帯電子キー１１を
落とすことも考えられ、車両が盗難されるおそれがある、という問題が発生してしまう。
【００２７】
　そこで、これらの問題を解決すべく、本実施の形態の携帯電子キー１１は、さらに、車
両の発進を制限する機能を有している。具体的には、携帯電子キー１１の動作モードとし
て、発進許可モードと、発進禁止モードとを有しており、かかる２つのモードの切替操作
が自在にできるようになっている。なお、２つのモードの切替操作の具体例については、
図４と図５を参照して後述する。
【００２８】
　かかる機能を有している携帯電子キー１１のユーザ、例えば車両の正当な運転者である
親は、車両の運転を禁止する必要がある者である子供に携帯電子キー１１を渡す場合、携
帯電子キー１１の動作モードを発進禁止モードに切り替えることができる。この場合、Ｅ
ＣＵ１２は、携帯電子キー１１と通信を行うことで、発進禁止モードであることを認識し
、車両の発進を禁止するように制御する。
【００２９】
　これに対して、ユーザ（親）自身が、車両の運転を行うべく乗車する場合には、携帯電
子キー１１の動作モードを発進許可モードに切り替えることができる。この場合、ＥＣＵ
１２は、携帯電子キー１１と通信を行うことで、発進許可モードであることを認識し、車
両の発進を許可するように制御する。
【００３０】
　なお、ここでいう車両の発進の禁止の制御としては、例えば、エンジンの始動自体を行
えないように制御してもよいし、エンジンの始動までは行うが、その後の車両の発進動作
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を行えないように制御するようにしてもよい。さらに、車両の発進の禁止の制御としては
、例えばシフトレバーをロックし、パーキング位置から動かせないようにしてもよい。そ
の他の手段、例えばブレーキ等に作用する手段であっても構わない。ただし、本実施の形
態では、エンジンの始動までは行うが、その後の車両の発進動作を行えないように制御す
る手法が採用されているとする。
【００３１】
　これにより、上述した問題を解決できるという効果、即ち、具体的には例えば次のよう
な効果を奏することが可能になる。例えば、子供に携帯電子キー１１を渡して荷物を取っ
てきてもらったり、先に車両に入っていてほしいときに、子供が誤操作しても車両が動く
ことはないので、親にとっては安心である、という効果を奏することができる。また例え
ば、子供が先に車両に入っても、いわゆるＡＣＣ電源自体は供給可能となるので、いわゆ
るカーオーディオやカーナビゲーションや、エアコントロール装置（いわゆるエアコン）
の使用が可能になるため、子供にとっては快適である、という効果を奏することができる
。また例えば、子供が車両に入るまでの途中で携帯電子キー１１を落とし、第三者がその
携帯電子キー１１を拾ってその車両を盗もうとしても、車両は動くことはないので、セキ
ュリティ面で安心である、という効果を奏することが可能になる。
【００３２】
　以下、このような携帯電子キー１１やＥＣＵ１２を含むパッシブエントリシステムの詳
細な構成例について説明する。
【００３３】
　図１の例では、ＥＣＵ１２は、ＬＦ用送信部５１、ＵＨＦ用受信部５３、および制御部
５５を含むように構成されている。
【００３４】
　また、ＥＣＵ１２の制御部５５には、ドアノブセンサ１３とエンジン始動許可スイッチ
１４（以下、図１の記載にあわせて、エンジン始動許可ＳＷ１４と称する）とが接続され
ている。
【００３５】
　ドアノブセンサ１３は、車両のドアノブを操作するためにこのドアノブ又はその付近に
接近又は接触したユーザの身体（例えば手や指）を検出するセンサである。例えば、ドア
ノブセンサ１３としては、ドアノブに内蔵された静電容量式センサや電波を用いたレーダ
などを採用できる。また、エンジン始動許可ＳＷ１４は、車両のエンジンを始動操作する
ために、例えば運転席近傍のインストルメンツパネルに設けられた押しボタン式スイッチ
である。
【００３６】
　ここで、ドアノブセンサ１３の代わりに、或いはドアノブセンサ１３に加えて、他のセ
ンサ（例えば、ドアノブ作動センサ）を設けてもよい。ドアノブ作動センサは、ドアノブ
が引かれると検出信号を出力するなんらかのセンサである。また、エンジン始動許可ＳＷ
１４としては、運転席の運転操作（エンジンの始動操作含む）を行うための操作具類が配
置された各所に、運転者の腕や足を検出するための近接センサを設けてもよい。
【００３７】
　また、ＥＣＵ１２の制御部５５には、ＬＦ用送信部５１が接続されている。このＬＦ用
送信部５１にはアンテナ５２が接続されている。即ち、ＬＦ用送信部５１は、制御部５５
から提供された情報、例えば、携帯電子キー１１を認証するための「リクエスト」等を、
ＬＦ（Low Frequency）の形態でアンテナ５２から送信する。
【００３８】
　また、ＥＣＵ１２の制御部５５には、ＵＨＦ用受信部５３が接続されている。このＵＨ
Ｆ用受信部５３にはアンテナ５４が接続されている。即ち、ＵＨＦ用受信部５３は、携帯
電子キー１１からＵＨＦ（Ultra High Frequency）の形態で送信されてくる情報、例えば
上述した「リクエスト」に対する「アンサ」を、アンテナ５４を介して受信して適当な形
態に変換した上で制御部５５に提供する。
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【００３９】
　なお、本明細書で用いている語句「リクエスト」とは、固定無線通信装置（本実施の形
態ではＥＣＵ１２）から送信される無線信号であって、通信圏内に存在する携帯無線通信
装置（本実施の形態では携帯電子キー１１）がこの「リクエスト」を受信したことに基づ
いて、携帯無線通信装置が信号を送信するようにさせる機能を有する無線信号である。
【００４０】
　また、本明細書で用いている語句「アンサ」とは、前記「リクエスト」を受信したこと
に基づいて、携帯無線通信装置から送信される無線信号である。「アンサ」の機能は、単
に受信した事を示す機能であっても良いし、固定無線通信装置に対して何らかの動作を要
求または実施させるものでも良い。一般的には、「アンサ」には、各無線通信装置の固有
識別番号（ID）が含まれている。その他に、「アンサ」には、携帯無線通信装置の位置情
報、車両や固定無線通信装置に対する動作を求めるコードなどが含まれてもよい。また本
実施の形態では例えば、「アンサ」には、後述するように、携帯無線通信装置の動作モー
ド、即ち、発進動作モードまたは発進許可モードを特定可能な情報（後述する発進禁止情
報等）が含まれている。また、携帯無線通信装置は間欠的に「アンサ」を送信するように
しても良い。この態様では携帯無線通信装置は「リクエスト」を受信する必要がない。
【００４１】
　さらにまた、ＥＣＵ１２の制御部５５には、モータ１５が接続されている。モータ１５
は、車両ドアの錠装置の駆動源であるモータ、即ちドアロックアクチュエータである。
【００４２】
　制御部５５は、図示はしないが例えば、各種情報を記憶する記憶部と、ＥＣＵ１２全体
の制御や必要な情報処理を行うマイクロコンピュータ等を含むように構成される。ここで
、図示せぬ記憶部は、例えば書き込み消去可能な不揮発性のメモリ、より具体的には例え
ば、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read-only Memory）よりなる
。
【００４３】
　この制御部５５が、上述したように、車両のドアの開閉や、車両のエンジンの始動等を
行うための制御処理を実行する。
【００４４】
　例えば、制御部５５は、ドアノブセンサ１３の検出信号が入力されると、アンテナ５２
から「リクエスト」を送信する。そして携帯電子キー１１からの「アンサ」を受信できた
場合には、「アンサ」に含まれているIDを照合する。そして、照合した結果、制御部５５
に登録されているIDと一致した場合には、制御部５５は、モータ１５を駆動してドアの解
錠を行う。
【００４５】
　例えば、制御部５５は、エンジン始動許可ＳＷ１４の検出信号が入力されると、アンテ
ナ５２から「リクエスト」を送信する。そして携帯電子キー１１からの「アンサ」を受信
できた場合には、「アンサ」に含まれているIDを照合する。そして、照合した結果、制御
部５５に登録されているIDと一致した場合には、制御部５５は、エンジン始動許可信号を
出力する。図示していないエンジン制御ECUが、このエンジン始動許可信号を受けるとエ
ンジンを始動させる。これにより、車両のエンジンが始動する。
【００４６】
　さらに、制御部５５は、発進動作準備信号が入力されると、アンテナ５２から「リクエ
スト」を送信する。この場合、例えば、携帯電子キー１１は、自身の動作モードを特定可
能な「アンサ」を送信する。制御部５５は、「アンサ」を受信できた場合であって、その
「アンサ」から携帯電子キー１１の動作モードが発進許可モードであることを認識した場
合、発進許可信号を出力する。これにより、例えば図示せぬシフトレバーのロックが解除
される。その後は通常に運転するように、ブレーキを解除しアクセルの踏み込み操作等が
なされることで、車両は発進できるようになる。
【００４７】
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　これに対して、制御部５５は、「アンサ」を受信できた場合であっても、その「アンサ
」から携帯電子キー１１の動作モードが発進禁止モードであることを認識した場合、発進
許可信号の出力を禁止する。また、制御部５５は、「アンサ」を受信できなかった場合に
も、発進許可信号の出力を禁止する。これにより、例えば、上述したように発進許可信号
が出力されるとシフトレバーのロックが解除されるように車両が構成されている場合には
、シフトレバーはパーキング位置から動かすことができないため、車両の発進を禁止する
ことができるようになる。
【００４８】
　このように、本実施の形態では、シフトレバーのロックの解除を禁止することにより、
車両の発進を禁止している。ただし、車両の発進の禁止手法は、本実施の形態の例に特に
限定されない。例えば、クラッチが連結できないようにしてもよいし、あるいはブレーキ
が解除されないようにしてもよい。あるいはまた、エンジン始動許可信号と発進許可信号
とを兼用し、エンジン始動許可信号の出力を禁止することによって図示せぬエンジン制御
ECUがエンジンを停止させるまたは始動させないことで、車両の発進を禁止するようにし
てもよい。
【００４９】
　なお、このような発進動作準備信号をトリガとして実行するＥＣＵ１２の処理（以下、
ＥＣＵ側の発進許可処理と称する）の詳細例については、図１２を参照して後述する。ま
た、そのＥＣＵ側の発進許可処理に対する携帯電子キー１１側の処理（以下、携帯電子キ
ー側の発進許可処理と称する）の詳細例については、図１３を参照して後述する。
【００５０】
　また、発進動作準備信号自体は、その形態は特に限定されない。例えば、シフト操作や
アクセルの踏み込み操作を検出できるセンサ等（図示せず）を設け、これらのセンサ等か
らの検出信号を、発進動作準備信号として採用できる。例えば、シフトレバーにセンサを
内蔵させ、シフトレバーに手が触れたことをセンサが検出できるようにすれば、手が触れ
た時点のセンサの検出信号を、発進動作準備信号として利用できる。また例えばシフトレ
バーが、いわゆるパーキング位置（「Ｐ」の位置）からその他の位置（「Ｒ」，「Ｄ」，
「１」，「２」等の位置）に移動操作されたときの検出信号を、発進動作準備信号として
採用できる。また例えば、アクセルの踏み込み操作の検出センサが採用された場合には、
アクセルの開度が所定開度以上となったときの検出信号を、発進動作準備信号として採用
できる。
【００５１】
　また例えば、エンジン始動許可ＳＷ１４の検出信号を、発進動作準備信号として兼用す
ることもできる。
【００５２】
　さらに例えば、図１の例では、発進動作準備信号は、制御部５５の外部から与えられる
ように描画されているが、制御部５５自身で生成した信号を採用することもできる。具体
的には例えば、エンジン始動許可信号を、発進動作準備信号として兼用することもできる
。
【００５３】
　また、発進動作準備信号の数も特に限定されない。例えば、上述した各種センサの各検
出信号のそれぞれや、制御部５５自身で生成した信号のそれぞれを、発進動作準備信号と
してそれぞれ採用し、各検出信号のうちの何れかが入力された場合、または、自身で信号
を生成した場合、ＥＣＵ側の発進許可処理が実行されるようにしてもよい。また、検出信
号や、自身で生成した信号を単体で発進動作準備信号として採用するのではなく、それら
のうちの幾つかの信号を組み合わせたものを発進動作準備信号として採用することもでき
る。
【００５４】
　このようなＥＣＵ１２に対して、図１の例の携帯電子キー１１は、アンテナ７１乃至モ
ード切替検出部７６を含むように構成されている。
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【００５５】
　ＬＦ用受信部７２は、アンテナ７１に受信されたＬＦを、適当な形態の情報に変換して
制御部７５に提供する。ここに、アンテナ７１にＬＦの形態で受信される情報としては、
例えば、上述したＥＣＵ１２からの「リクエスト」等が存在する。
【００５６】
　ＵＨＦ用送信部７３は、制御部７５から提供された情報を、ＵＨＦの形態でアンテナ７
４から送信する。ここに、制御部７５から提供された情報としては、例えば、ＥＣＵ１２
に対する「アンサ」等が存在する。
【００５７】
　制御部７５は、図示はしないが例えば、各種情報を記憶する記憶部と、携帯電子キー１
１全体の制御や必要な情報処理を行うマイクロコンピュータ等を含むように構成される。
ここで、図示せぬ記憶部は、例えば書き込み消去可能な不揮発性のメモリ、より具体的に
は例えば、ＥＥＰＲＯＭよりなる。
【００５８】
　制御部７５は、後述するモード切替検出部７６からの検出信号に基づいて、携帯電子キ
ー１１の動作モードを発進許可モードと発進禁止モードとのうちの何れか一方から他方に
切り替える。
【００５９】
　また、制御部７５は、ＥＣＵ１２からの「リクエスト」に対して、自身の動作モードを
特定可能な「アンサ」を生成し、ＵＨＦ用送信部７３に提供する。
【００６０】
　ここで、自身の動作モードを特定可能な「アンサ」は、ＥＣＵ１２側で動作モードを特
定可能な形態であれば足りる。
【００６１】
　例えば、図２に示されるような構造の「アンサ」を採用することができる。即ち、図２
の「アンサ」とは、従来から利用されている構造の「アンサ」である。図２の「アンサ」
には、同期コード、IDコード、および機能コードが含まれている。
【００６２】
　従来においては、携帯電子キーに設けられた操作スイッチが押下された場合に、例えば
ドアロック機能を意味するコードが機能コードとして「アンサ」に含められて送信されて
いた。この場合、ECU等の固定無線通信装置は、その「アンサ」を受信して解読した後に
、この機能コードに応じた所定の制御を行っていた。また、従来においては、上述したよ
うに、エンジンを始動する場合には、単に、IDコードの照合がなされて、その照合に成功
したならば即エンジンが始動されていた。
【００６３】
　そこで、このような図２の構造の「アンサ」が採用される場合、例えば本実施の形態で
は、発進禁止モードのときには、発進禁止モードであることを示す情報（以下、発進禁止
情報と称する）を機能コードとして含む「アンサ」が生成されるとする。なお、以下、か
かる「アンサ」を特に、「発信禁止情報」を含む「アンサ」と称する。
【００６４】
　これに対して、例えば本実施の形態では、発進許可モードのときには、機能コードとし
ての発進禁止情報を含まない「アンサ」が生成されるとする。なお、以下、かかる「アン
サ」を特に、「発信禁止情報」を含まない「アンサ」と称する。
【００６５】
　即ち、本実施の形態では、ＥＣＵ１２は、「発進禁止情報」を含まない「アンサ」を受
信した場合には、携帯電子キー１１の動作モードは発信許可モードであると認識すること
ができる。これに対して、ＥＣＵ１２は、「発進禁止情報」を含む「アンサ」を受信した
場合には、携帯電子キー１１の動作モードは発信禁止モードであると認識することができ
る。
【００６６】
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　ただし、本実施の形態で採用されている「アンサ」は例示に過ぎない。
【００６７】
　その他例えば、発進許可モードのときには、発進許可モードであることを示す情報（以
下、発進許可情報と称する）を機能コードとして含む「アンサ」を生成してもよい。
【００６８】
　また例えば、IDコードとして、エンジン始動用と他の用途（例えばドアアンロック用）
とで異なるコードを採用し、携帯電子キー１１から切り替えて送信するようにしてもよい
。この場合、IDコードとしてエンジン始動用のコードが、「発信許可情報」となる一方、
それ以外の用途のコードまたはコード無しが「発信禁止情報」となる。
【００６９】
　また例えば、図３に示される構造の「アンサ」、即ち、同期コード、IDコード、および
機能コードに加ええてさらに、発進許可コードが含まれている「アンサ」を採用してもよ
い。この場合、発進禁止情報や発信許可情報は発信許可コードとして「アンサ」に含まれ
ることになる。
【００７０】
　図１に戻り、モード切替検出部７６は、発進許可モードと発進禁止モードとの２つのモ
ードのうちの一方から他方への切替操作（以下、モード切替操作と称する）が行われたこ
とを検出し、その検出結果を制御部７５に提供する。
【００７１】
　即ち、モード切替操作自体は、モード切替検出部７６が検出可能な操作であれば足り、
特に限定されない。
【００７２】
　具体的には例えば、携帯電子キー１１を、割符のように分割できるものを含む構成とし
て、モード切替検出部７６が、その割符等が携帯電子キー１１に装着されているか否かを
判定できるように構成することで、次のようなモード切替操作が可能となる。
【００７３】
　即ち、親（運転手であるユーザ）は、割符等を携帯電子キー１１から取り外すことによ
って、携帯電子キー１１の動作モードを発進禁止モードに切り替えることができる。そし
て、親はその割符等を保持しておき、割符等が外された携帯電子キー１１を子供に渡す。
すると、モード切替検出部７６が、携帯電子キー１１から割符等が取り外されたことを検
出し、その検出結果として、発進禁止モードに切り替えられたことを示す信号を制御部７
５に出力する。この状態で、ＥＣＵ１２側から「リクエスト」があった場合には、制御部
７５は、「発進禁止情報」を含む「アンサ」を生成することになる。
【００７４】
　これに対して、親は、割符等を携帯電子キー１１に装着することで、携帯電子キー１１
の動作モードを発進許可モードに切り替えることができる。即ち、この場合、モード切替
検出部７６が、携帯電子キー１１に割符等が装着されたことを検出し、その検出結果とし
て、発進許可モードに切り替えられたことを示す信号を制御部７５に出力する。この状態
で、ＥＣＵ１２側から「リクエスト」があった場合には、制御部７５は、「発進禁止情報
」を含まない「アンサ」を生成することになる。
【００７５】
　割符等としては、例えば図４や図５に示されるように、メカニカルキー７７を採用する
ことができる。このメカニカルキー７７は、本来、携帯電子キー１１のバッテリーが無く
なったり故障した場合に用いる緊急用のキーとして携帯電子キー１１に内蔵されている。
即ち、図４や図５は、携帯電子キー１１の外観の構成例を示している。
【００７６】
　図４の状態では、割符としてのメカニカルキー７７は、携帯電子キー１１に装着されて
いる。このような場合、携帯電子キー１１の動作モードは、発進許可モードとなる。
【００７７】
　これに対して、図５の状態では、割符としてのメカニカルキー７７は、携帯電子キー１
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１から取り外されている。このような場合、携帯電子キー１１の動作モードは、発進禁止
モードとなる。
【００７８】
　ここで、メカニカルキー７７が携帯電子キー１１に装着されている状態なのか取り外さ
れている状態なのかを検出する手段としては、例えば、マイクロスイッチなどの接触式セ
ンサ、磁気式センサや光学式センサなどの非接触式センサ等を採用することができる。
【００７９】
　本実施の形態では、図６に示されるように、マイクロスイッチ７９が携帯電子キー１１
内に設けられているとする。このマイクロスイッチ７９の状態は、図７に示されるように
、接点（図中黒丸印の部分）が内部に押し込められている場合にはＯＮ状態となり、接点
が外部に突出している場合にはＯＦＦ状態となる。
【００８０】
　即ち、図６に示されるように、割符としてのメカニカルキー７７が携帯電子キー１１か
ら取り外されている場合（図５に対応する場合）、マイクロスイッチ７９はＯＦＦ状態と
なる。この接点状態を、図１のモード切替検出部７６が検出することにより、携帯電子キ
ー１１の動作モードが発進禁止モードに設定される。
【００８１】
　これに対して、図８に示されるように、割符としてのメカニカルキー７７が携帯電子キ
ー１１に装着されている場合（図４に対応する場合）、メカニカルキー７７は、マイクロ
スイッチ７９に接触するために、その接点が押し込まれて、その結果、オン状態となる。
この接点状態を、図１のモード切替検出部７６が検出することにより、携帯電子キー１１
の動作モードが発進許可モードに設定される。
【００８２】
　さらに、不正防止対策として、図９に示されるように、正しいメカニカルキー７７を認
識する機構８０（キーシリンダ等も含む）を携帯電子キー１１に設け、他のメカニカルキ
ーや棒を携帯電子キー１１に差し込んでも発進許可を与えない構成とすると好適である。
【００８３】
　即ち、図１０に示されるように、正しいメカニカルキー７７が携帯電子キー１１に装着
されているときには、機構８０がマイクロスイッチ７９の接点を押し込むような構成が取
られている。従って、このような場合、マイクロスイッチ７９は、オン状態となる。この
接点状態を、図１のモード切替検出部７６が検出することにより、携帯電子キー１１の動
作モードが発進許可モードに設定される。
【００８４】
　これに対して、図１１に示されるように、他のメカニカルキー８１等が携帯電子キー１
１に装着されている場合、機構８０は、マイクロスイッチ７９の接点を押し込まないよう
な構成が取られている。従って、このような場合、マイクロスイッチ７９は、オフ状態と
なる。この接点状態を、図１のモード切替検出部７６が検出することにより、携帯電子キ
ー１１の動作モードが発進禁止モードに設定される。
【００８５】
　その他例えば、携帯電子キー１１が、図４や図５のようなメカニカルキー７７がついて
いない構成とされる場合には、図示はしないが、割符として専用のキーホルダ等を採用す
ることができる。即ち、親（運転手であるユーザ）は、専用のキーホルダ等を携帯電子キ
ー１１から抜き差しすることで、モード切替操作を行うことができる。
【００８６】
　また例えば、図４や図５に示される開錠/施錠ボタン７８等を利用した複雑な操作を、
モード切替操作として採用することができる。具体的には例えば、モード切替検出部７６
は、開錠/施錠ボタン７８等を複数回押下するパターン操作を予め記憶しておき、開錠/施
錠ボタン７８等が押下されたとき、その押下操作が、パターン操作に一致するか否かを判
定し、一致すると判定した場合にのみ、モード切替操作が行われたと検出することができ
る。また例えば、携帯電子キー１１の表面に専用のつまみを設け、このつまみを図示せぬ
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ドライバーなどで回す。モード切替検出部７６は、つまみが回された場合にのみ、モード
切替操作が行われたと検出することができる。
【００８７】
　なお、モード切替操作自体は、携帯電子キー１１がポケットの中に入れられていても誤
動作しにくい操作であると好適である。例えば、上述した専用のつまみを携帯電子キー１
１の内側（例えば、バッテリー交換用の蓋を開けた場所）に設けたり、専用のドライバー
でしか回転しないようにする。
【００８８】
　次に、図１２のフローチャートを参照して、図１のＥＣＵ１２が実行する処理のうちの
、ＥＣＵ側の発進許可処理の一例について説明する。
【００８９】
　ステップＳ１において、ＥＣＵ１２は、発進動作準備信号が入力されたか否かを判定す
る。
【００９０】
　なお、上述したように、発進動作準備信号は、ＥＣＵ１２自身が生成した信号も含む場
合もあり、このような場合には、ＥＣＵ１２は、かかる信号を生成したときにも、ステッ
プＳ１の処理でＹＥＳであると判定するとする。
【００９１】
　発進動作準備信号が入力されるまでの間（或いは場合によっては自身で生成するまでの
間）、ステップＳ１の処理でＮＯであると判定されて、ステップＳ１の判定処理が再度実
行される。
【００９２】
　そして、発進動作準備信号が入力されると（或いは場合によっては自身で生成すると）
、ステップＳ１の処理でＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ２に進む。
【００９３】
　ステップＳ２において、ＥＣＵ１２は、携帯電子キー１１の認証を行うための「リクエ
スト」をＬＦで送信する。
【００９４】
　ステップＳ３において、ＥＣＵ１２は、携帯電子キー１１から「アンサ」としてのＵＨ
Ｆが送信されてきたか否かを判定する。
【００９５】
　携帯電子キー１１から「アンサ」が送信されてこない場合、ステップＳ３の処理でＮＯ
であると判定されて、ＥＣＵ側の発進許可処理は終了となる。この場合、結果として、車
両の発進は禁止される。
【００９６】
　これに対して、携帯電子キー１１から「アンサ」が送信されてきた場合、ステップＳ３
の処理でＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ４に進む。ステップＳ４において
、ＥＣＵ１２は、「アンサ」に「発信禁止情報」が含まれているか否かを判定する。
【００９７】
　「アンサ」に「発進禁止情報」が含まれている場合、ステップＳ４の処理でＹＥＳであ
ると判定されて、ＥＣＵ側の発進許可処理は終了となる。即ち、この場合、携帯電子キー
１１の動作モードは発進禁止モードであることが、ＥＣＵ１２により認識されて、発進許
可信号の出力が禁止される。これにより、たとえアクセルの踏み込み操作等がなされた場
合であっても、車両の発進は禁止される。
【００９８】
　これに対して、「アンサ」に「発進禁止情報」が含まれていない場合、ステップＳ４の
処理でＮＯであると判定されて、処理はステップＳ５に進む。この場合、ＥＣＵ１２は、
携帯電子キー１１の動作モードは発進許可モードであると認識して、ステップＳ５におい
て、ＥＣＵ１２は、発進許可信号を出力する。これにより、ＥＣＵ側の発進許可処理は終
了し、アクセルの踏み込み操作等がなされることにより車両は発進する。
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【００９９】
　次に、このようなＥＣＵ側の発進許可処理に対する携帯電子キー側の処理について、図
１３のフローチャートを参照して説明する。
【０１００】
　ステップＳ２１において、携帯電子キー１１は、ＥＣＵ１２から「リクエスト」がＬＦ
で送信されてきたか否かを判定する。
【０１０１】
　ＥＣＵ１２から「リクエスト」がＬＦで送信されてくるまでの間、ステップＳ２１の処
理でＮＯであると判定されて、ステップＳ２１の判定処理が再度実行される。
【０１０２】
　そして、ＥＣＵ１２から「リクエスト」がＬＦで送信されてくると（図１２のステップ
Ｓ２）、その「リクエスト」が受信されて、ステップＳ２１の処理でＹＥＳであると判定
されて、処理はステップＳ２２に進む。
【０１０３】
　ステップＳ２２において、携帯電子キー１１は、自身の動作モードが発進禁止モードで
あるか否かを判定する。
【０１０４】
　発進禁止モードである場合には、ステップＳ２２の処理でＹＥＳであると判定されて、
処理はステップＳ２３に進む。携帯電子キー１１は、ステップＳ２３において、「発進禁
止情報」を含む「アンサ」を生成し、ステップＳ２５において、その「アンサ」をＵＨＦ
でＥＣＵ１２に送信する。これにより、携帯電子キー側の発進許可処理は終了となる。こ
の場合、ＥＣＵ１２側では、上述したように、発進許可信号は出力されず（図１２のステ
ップＳ４ＹＥＳ）、たとえアクセルの踏み込み操作等がなされた場合であっても、車両の
発進は禁止される。
【０１０５】
　これに対して、発進許可モードである場合には、ステップＳ２２の処理でＮＯであると
判定されて、処理はステップＳ２４に進む。携帯電子キー１１は、ステップＳ２４におい
て、「発進禁止情報」を含まない「アンサ」を生成し、ステップＳ２５において、その「
アンサ」をＵＨＦでＥＣＵ１２に送信する。これにより、携帯電子キー側の発進許可処理
は終了となる。この場合、ＥＣＵ１２側では、上述したように、発進許可信号は出力され
て（図１２のステップＳ４ＮＯ，Ｓ５）、車両の発進は許可される。即ち、アクセルの踏
み込み操作等がなされることにより車両は発進する。
【０１０６】
　ところで、上述した一連の処理（或いはそのうちの一部分の処理）、例えば上述した図
１２や図１３のフローチャートのうちの少なくとも一部に従った処理は、ハードウエアに
より実行させることもできるし、ソフトウエアにより実行させることもできる。
【０１０７】
　一連の処理（或いはそのうちの一部分の処理）をソフトウエアにより実行させる場合に
は、ＥＣＵ１２若しくはその一部分、または、携帯電子キー１１若しくはその一部分は、
例えば、図１４に示されるようなコンピュータで構成することができる。
【０１０８】
　図１４において、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１は、ＲＯＭ（Read Only M
emory）１０２に記録されているプログラム、または記憶部１０８からＲＡＭ（Random Ac
cess Memory）１０３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。ＲＡＭ
１０３にはまた、ＣＰＵ１０１が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適
宜記憶される。
【０１０９】
　ＣＰＵ１０１、ＲＯＭ１０２、およびＲＡＭ１０３は、バス１０４を介して相互に接続
されている。このバス１０４にはまた、入出力インタフェース１０５も接続されている。
【０１１０】
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　入出力インタフェース１０５には、キーボード、マウスなどよりなる入力部１０６、デ
ィスプレイなどよりなる出力部１０７、ハードディスクなどより構成される記憶部１０８
、および、モデム、ターミナルアダプタなどより構成される通信部１０９が接続されてい
る。通信部１０９は、インターネットを含むネットワークを介して他の装置との通信処理
を行う。さらにまた、通信部１０９は、図示せぬアンテナを介して携帯電子キー１１との
間の送受信処理も行う。即ち、ＥＣＵ１２側の通信部１０９は、上述した「リクエスト」
を携帯電子キー１１に送信したり、また、携帯電子キー１１からの「アンサ」を受信する
。また、携帯電子キー１１側の通信部１０９は、上述した「リクエスト」を携帯電子キー
１１から受信したり、また、「アンサ」をＥＣＵ１２に送信する。
【０１１１】
　入出力インタフェース１０５にはまた、必要に応じてドライブ１１０が接続され、磁気
ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどよりなるリムーバブル
メディア１１１が適宜装着され、それらから読み出されたコンピュータプログラムが、必
要に応じて記憶部１０８にインストールされる。
【０１１２】
　一連の処理をソフトウエアにより実行させる場合には、そのソフトウエアを構成するプ
ログラムが、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュータ、または、各種のプロ
グラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎用のパ
ーソナルコンピュータなどに、ネットワークや記録媒体からインストールされる。
【０１１３】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、図１４に示されるように、装置本体とは別に
、ユーザにプログラムを提供するために配布される、プログラムが記録されている磁気デ
ィスク（フロッピディスクを含む）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ(Compact Disk-Read Onl
y Memory),ＤＶＤ(Digital Versatile Disk)を含む）、光磁気ディスク（ＭＤ（Mini-Dis
k）を含む）、もしくは半導体メモリなどよりなるリムーバブルメディア（パッケージメ
ディア）１１１により構成されるだけでなく、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザ
に提供される、プログラムが記録されているＲＯＭ１０２や、記憶部１０８に含まれるハ
ードディスクなどで構成される。
【０１１４】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
も、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０１１５】
　また、本発明が適用されるシステムは、上述した車両に搭載されるシステムのみならず
、動作対象の物体に搭載された固定無線通信装置と、その物体の動作の操作をするユーザ
により携帯される携帯無線通信装置とからなるシステムであれば足りる。なお、ここに、
システムとは、複数の処理装置や処理部により構成される装置全体を表すものである。
【０１１６】
　例えば、上述した例では、固定無線通信装置の一例であるＥＣＵ１２は、無線通信装置
の一例である電子キー１１を携帯するユーザにより運転される車両（四輪車や二輪車）に
搭載されたが、固定無線通信装置は、その他例えば、小型飛行機などの乗物、機械、機器
、建造物又は設備などに搭載可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１１７】
【図１】本発明が適用される制御システムとしてのパッシブエントリシステムの構成例を
示すブロック図である。
【図２】「アンサ」の構造例を示す図である。
【図３】「アンサ」の別の構造例を示す図である。
【図４】図１の携帯電子キーのモード切替操作を説明するための図であって、携帯電子キ
ーの外観の構成例を示す斜視図である。
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【図５】図１の携帯電子キーのモード切替操作を説明するための図であって、携帯電子キ
ーの外観の構成例を示す斜視図である。
【図６】図１の携帯電子キーのモード切替操作を説明するための図であって、携帯電子キ
ーの内部の構成例を示す図である。
【図７】図６のマイクロスイッチの動作状態の例を説明する図である。
【図８】図１の携帯電子キーのモード切替操作を説明するための図であって、携帯電子キ
ーの内部の構成例を示す図である。
【図９】図１の携帯電子キーのモード切替操作を説明するための図であって、携帯電子キ
ーの内部の別の構成例を示す図である。
【図１０】図１の携帯電子キーのモード切替操作を説明するための図であって、図９の携
帯電子キーに正しいメカニカルキーが取り付けられている場合の状態を示す図である。
【図１１】図１の携帯電子キーのモード切替操作を説明するための図であって、図９の携
帯電子キーに他のメカニカルキーが取り付けられている場合の状態を示す図である。
【図１２】図１のＥＣＵ側の発進許可処理例を説明するための図である。
【図１３】図１の携帯電子キー側の発進許可処理例を説明するための図である。
【図１４】本発明が適用される制御システムの一構成要素をコンピュータで構成した場合
における、そのコンピュータのハードウエア構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０１１８】
　１１　　携帯電子キー
　１２　　ＥＣＵ
　１３　　ドアノブセンサ
　１４　　エンジン始動許可ＳＷ
　１５　　モータ
　５１　　ＬＦ用送信部
　５２　　アンテナ
　５３　　ＵＨＦ用受信部
　５４　　アンテナ
　５５　　制御部
　７１　　アンテナ
　７２　　ＬＦ用受信部
　７３　　ＵＨＦ用送信部
　７４　　アンテナ
　７５　　制御部
　７６　　モード切替検出部
　７７　　メカニカルキー
　７８　　ボタン
　７９　　マイクロスイッチ
　８０　　正しいメカニカルキーを認識する機構
　１０１　ＣＰＵ
　１０２　ＲＯＭ
　１０３　ＲＡＭ
　１０４　バス
　１０５　入出力インタフェース
　１０６　入力部
　１０７　出力部
　１０８　記憶部
　１０９　通信部
　１１０　ドライブ
　１１１　リムーバブルメディア
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